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1. 目的 

 佐藤ら 1)によれば，乾燥暴露したせん断補強筋のない RC はりの引張鉄筋に-250μ程度のひずみが生じると，

-50μ程度のひずみが生じた封緘試験体と比して，せん断強度が最大 12%低下し，収縮の影響は，既往の斜め

ひび割れ発生荷重算定式に等価鉄筋比を導入し，引張鉄筋比を小さくすることで評価可能であることが報告

されている。しかしながら，実験データの蓄積が少ないことから，本研究では，収縮しやすいコンクリート

を使用した RC はりの載荷実験を通じて，コンクリートの収縮が RC はりのせん断耐力に及ぼす影響につい

て検討することと，数値解析の検証に資するために，養生期間中の試験体内部やテストピース内部の湿度デ

ータ等を取得することを目的とした。 

2. 実験概要と養生期間中の計測結果 

 図－1 に，使用した試験体の諸元を示す。せん断スパン比は約 3 であり，乾燥収縮により断面上下からひ

び割れが発生することを期待して，圧縮・引張鉄筋を配置した。また，せん断スパン中央およびスパン中央

の圧縮・引張鉄筋にひずみゲージを貼り付けた。コンクリートには，収縮が生じやすいように，表－1 に示

すように水セメント比を 63%とし，セメントには普通ポルトランドセメント，粗骨材には砂岩を使用した。 

 気温 30℃程度で鋼製型枠にコンクリート打込み後，乾燥を防ぐために直ちにラップして 6 日間実験室内で

養生し，脱型後は，気温約 20℃，湿度約 60%の養生室で養生した。なお，比較対象とするために，2 体のは

り試験体は，脱型後直ちにアルミテープで封緘し，2 体のはり試験体は，はり断面のみアルミテープで封緘

することで，乾燥露出面がはり長手方向に同一となるようにした。また，養生期間中の幾何学的境界条件は，

図－1 に示す載荷試験時と同一とし，養生室内に試験体を設置後から鉄筋ひずみ等の計測を開始した。 

 はり試験体と同一のコンクリートを使用して作製したテストピースの圧縮試験から得られた圧縮強度と材

齢の関係を図－2 に示す。載荷試験は，乾燥試験体については，鉄筋ひずみがおよそ-250μとなった材齢 58

日（圧縮強度 28.6N/mm2）に実施し，封緘試験体については，材齢 72 日（圧縮強度 32.6N/mm2）に実施した。

なお，テストピースおよび 100×100×400 の試験体中央で計測したコンクリートの自由収縮ひずみは，材齢

58 日でそれぞれ-742μ，-714μ，材齢 72 日でそれぞれ-807μ，-774μであった。また，乾燥試験体の支点外

の断面中央で計測した収縮ひずみは，載荷試験直前で

-362μであった。図－3 にはり試験体支点外の断面に

おいて図中に示す位置での相対湿度の材齢変化を示す。

図中の断面内の○印と□印は，別試験体での計測値を

意味し，材齢 58 日では，はり試験体内部の相対湿度は

        図－1 試験体諸元               図－2 圧縮強度－材齢関係 
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表－1 コンクリートの示方配合 
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周囲相対湿度 60%に到達しておらず，表面近傍で 72%の

状況であった。 

3. 載荷試験結果 

 図－4 に荷重－変位関係を示す。なお，荷重は，せん

断力を載荷試験時の圧縮強度の 1/3 乗で除することで，

圧縮強度がせん断耐力に及ぼす影響を排除している。ま

た，図－5 に，載荷試験前後のひび割れ発生状況の一例

を示す。図では，載荷試験前に観察されたひび割れを黒

線で，荷重載荷時のひび割れを赤線で示している。なお，

載荷前に観察されたひび割れは全て軽微なものであり，

アセトンを塗布することで確認されたひび割れである。

本実験では，収縮により導入された軽微なひび割れや初

期ひずみ，初期応力により，初期剛性は大きく低下する

ものの，初期損傷がせん断耐力に及ぼす影響は確認され

なかった。図－6 に，荷重－スパン中央引張鉄筋ひずみ

関係を示す。図より，乾燥収縮により載荷前の鉄筋ひず

みの値は異なるが，曲げひび割れ発生後は収縮の有無に

関わらず，ほぼ同様な応答を示す結果が得られた。 

4. まとめ 

 本研究では，乾燥収縮により導入された初期ひずみや

初期応力が RC はりのせん断耐力に及ぼす影響を検討す

るために載荷実験を実施すると共に，数値解析の検証に

資するために試験体内部湿度データを取得した。この結果，本研究範囲内では，乾燥収縮による初期損傷は

断面のせん断強度に影響せず，スパン中央断面の引張鉄筋ひずみも，初期値は異なるものの，作用曲げモー

メントに対してほぼ同様な応答を示す結果が得られた。 
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(a) 封緘試験体 

 

（b）乾燥試験体 

図－5 荷重載荷前後のひび割れ発生状況 

 
図－6 荷重－鉄筋ひずみ関係 
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   図－3 はり試験体内部の相対湿度変化        図－4 せん断力－変位関係 
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